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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

ニュースガイド
２面　小宮学長を再任／28年度本学入試終   

　　　わる／デザイン科学科卒展・学外展

３面　本木さん作品が木更津高専50周年ロ

　　　ゴに／飯塚さんダブル受賞／渡辺さ

　　　ん優秀賞／小池君が建材提案賞

４面　下吉君ＲＯＢＯ－ＯＮＥ４位／卒論

　　　発表会優秀賞に齋藤君、石田君／原

　　　主任研究員が優秀講演賞／青木研な

　　　どロボット出前授業／庄司さんら優

　　　秀講演賞

５面　本学でテクサス開催／19クラブを表

　　　彰／定年退職者

６面　定年退職者

　
本
学
理
事
会
が
12
月
16

日
、
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

で
開
催
さ
れ
た
。
任
期
満
了

に
伴
う
理
事
・
監
事
と
評
議

員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
新
理

事
に
草
開
千
仁
氏
（
株
式
会

社
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
代
表

取
締
役
社
長
）、
細
川
珠
生

氏
（
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）、
米
澤
明
憲
氏
（
本
学

人
工
知
能
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
）

が
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
新
評

議
員
に
は
米
田
完
氏
（
本
学

未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
教

授
）、
仲
正
裕
氏
（
株
式
会

社
ミ
ヤ
コ
シ
執
行
役
員
）、

本
保
元
次
郎
氏
（
本
学
機
械

サ
イ
エ
ン
ス
学
科
教
授
）
が

そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
た
。

役員一覧 ■は新任

役 員 職 名 氏名
理 事 長 瀬戸熊　修
学 長 小宮　一仁

常 務 理 事
松井　孝典
宮川　博光

理 事

佐藤　博史
松岡　宏泰
草開　千仁
細川　珠生
米澤　明憲
古田　貴之
竹田　康宏
縣　　良二
德住　祥蔵

監 事
松尾　　肇
後藤　和雄
石井　　徹

評 議 員

平塚　健一
屋代　智之
井上　明也
米田　　完
稲葉　祐一
前田　修作
坂本　　洋
池永　憲明
仲　　正裕
本保　元次郎
庄司　　栄

室川　和也

江澤　秀一
白川　恒平
山中　美隆
根深　研一
中田　　睦

　
次
い
で
１
月
18
日
、
同
会

場
で
開
催
さ
れ
た
理
事
会
で

は
、
満
場
一
致
を
も
っ
て
理

事
長
に
瀬
戸
熊
修
・
現
理
事

長
が
再
任
さ
れ
た
。
ま
た
、

松
井
孝
典
氏
が
新
た
に
常
務

理
事
に
選
任
さ
れ
た
ほ
か
、

宮
川
博
光
・
現
常
務
理
事
が

再
任
さ
れ
た
。
さ
ら
に
新
監

事
に
松
尾
肇
氏
（
本
学
前
法

人
事
務
局
次
長
兼
財
務
部

長
）
が
選
任
さ
れ
た
。

　
２
月
８
日
に
同
会
場
で
開

か
れ
た
理
事
会
・
評
議
員
会

で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
評

議
員
互
選
理
事
の
選
出
が
行

わ
れ
、
新
理
事
に
縣
良
二
氏

（
日
本
工
業
新
聞
社
取
締
役

会
長
）、
德
住
祥
蔵
氏
（
本

学
前
監
事
）
が
選
出
さ
れ
、

新
評
議
員
に
白
川
恒
平
氏

（
ち
ば
ぎ
ん
ハ
ー
ト
フ
ル
株

瀬戸熊理事長を再任
「
経
営
安
定
へ
知
恵
結
集
」

新
理
事 

草
開
、細
川
、米
澤
、縣
、德
住
氏
新
監
事 

松
尾
氏

理事会・評議員会

瀬戸熊修理事長

新

理

事

草
開
　
千
仁
氏

株
式
会
社
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ

ー
ズ
代
表
取
締
役
社
長

（
 

）

細
川
　
珠
生
氏

米
澤
　
明
憲
氏

本
学
人
工
知
能
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

（ 
）

縣
　
　
良
二
氏

德
住
　
祥
蔵
氏

新

監

事

米
田
　
　
完
氏

本
学
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

学
科
教
授

（ 
）

新
評
議
員

仲
　
　
正
裕
氏

松
尾
　
　
肇
氏

本
学
前
法
人
事
務
局
次
長

兼
財
務
部
長

（
 

）

本
保
元
次
郎
氏

本
学
機
械
サ
イ
エ
ン
ス

学
科
教
授

（
 

）

（
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

（
日
本
工
業
新
聞
社
取
締
役
会
長
）

（
本
学
前
監
事
）

白
川
　
恒
平
氏

ち
ば
ぎ
ん
ハ
ー
ト
フ
ル

株
式
会
社
取
締
役

（ 
）

（
株
式
会
社
ミ
ヤ
コ
シ
執
行
役
員
）

式
会
社
取
締
役
）
が
選
任
さ

れ
た
。

　
再
任
に
あ
た
り
、
瀬
戸
熊

理
事
長
は
「
大
学
を
取
り
巻

く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。
継
続
的
な

大
学
経
営
の
安
定
化
を
目
指

し
、
今
後
も
教
職
員
が
協
力

し
て
知
恵
を
出
し
合
い
、
こ

の
状
況
を
乗
り
越
え
て
い
き

た
い
。
大
学
の
社
会
的
使
命

で
あ
る
、
社
会
に
向
け
て
有

為
な
人
材
を
育
成
し
革
新
的

な
学
術
研
究
を
推
進
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
学
生
だ
け

で
な
く
地
域
の
方
々
に
も
学

ぶ
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
る
教

育
を
提
供
し
て
、
地
域
文
化

の
知
の
拠
点
と
し
て
の
機
能

を
果
た
し
、
社
会
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
た
。

　
本
学
と
千
葉
県
は
、
連
携

し
て
自
然
保
護
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
協
定
を
１
月
21
日
付

で
締
結
し
た
。
生
命
環
境
科

学
科
（
４
月
か
ら
先
進
工
学

部
生
命
科
学
科
）
の
村
上
和

仁
教
授
の
研
究
室
（
分
子
生

態
工
学
研
究
室
）
が
中
心
と

な
っ
て
、
来
年
度
か
ら
具
体

的
な
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
。

　
千
葉
県
は
平
成
20
年
12
月

に
、
県
内
の
生
物
多
様
性
に

関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る

千
葉
大
、
東
大
な
ど
６
大
学

と
連
携
協
定
を
結
び
、
最
先

端
の
専
門
知
識
や
技
術
の
共

同
研
究
や
人
材
交
流
な
ど
を

行
っ
て
き
た
。
今
回
、
こ
れ

に
本
学
と
千
葉
科
学
大
が
加

わ
り
、
８
大
学
が
千
葉
県
の

自
然
保
護
行
政
の
推
進
に
協

力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
村
上
教
授
は
「
本
学
が
担

当
す
る
テ
ー
マ
は
こ
れ
か
ら

検
討
・
提
案
し
て
い
く
が
、

千
葉
県
か
ら
は
野
生
生
物
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の

開
発
の
よ
う
な
工
業
大
学
の

特
色
を
生
か
し
た
技
術
開
発

は
ど
う
か
と
い
っ
た
話
も
、

一
例
と
し
て
出
て
い
る
」
と

話
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
連
携
大
学
は
江

戸
川
大
▽
東
京
海
洋
大
▽
東

京
情
報
大
▽
東
邦
大
。

自
然
保
護
で
連
携

本
学
と
千
葉
県
が
協
定

　新習志野キャンパス再開発に伴い昨夏から始

まった新食堂棟と新体育館、新学生寮の建設工

事がほぼ終了。各棟が全容を現し、３月30日の

竣工式を待つばかりとなった。旧体育館の解体

工事も着々と進み、残る新食堂前庭の整備を急

ピッチで進める予定だ。

　新習志野キャンパスの正門から臨む景色は一

層開放感が増し、Ｌ字形の新食堂棟が大学の新

しい顔となる。学生や教職員がいつでも気軽に

集える新たなスペースに期待がかかる。

新食堂棟や体育館 完成間近　新習志野 30日に竣工式

㊤新食堂棟。中庭へL字形

　開口部が回廊のように広

　がる

㊧１階が湾曲してせり出し

　ている新体育館。右隣が

　新学生寮　
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小
宮
一
仁
学
長
（
54
）
の

任
期
が
今
年
６
月
28
日
に
満

了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
本

学
は
２
月
８
日
に
開
い
た
理

事
会
で
次
期
学
長
の
選
出
に

つ
い
て
審
議
し
、
小
宮
学
長

の
再
任
を
全
会
一
致
で
決
定

し
た
。
任
期
は
平
成
28
年
６

月
29
日
〜
平
成
32
年
６
月
28

日
。

　
今
回
の
学
長
選
出
は
、
昨

年
10
月
８
日
に
制
定
さ
れ
た

「
千
葉
工
業
大
学
学
長
選
出

規
程
」
に
よ
っ
て
初
め
て
行

わ
れ
た
。

　
同
規
程
第
４
条
の
２
は

「
理
事
長
は
、
学
長
の
任
期

満
了
１
２
０
日
前
ま
で
又
は

学
長
が
欠
け
た
と
き
、
遅
滞

な
く
学
長
候
補
者
選
考
委
員

会
を
設
置
す
る
」
と
定
め
て

い
る
。
ま
た
第
３
条
で
「
学

長
の
任
期
が
満
了
す
る
と

き
」「
理
事
会
が
学
長
の
再

任
を
決
議
し
た
場
合
は
こ
の

限
り
で
な
い
」
と
し
て
、
学

長
候
補
者
選
考
委
員
会
の
設

置
を
必
要
と
し
な
い
と
し
て

い
る
。
今
回
の
理
事
会
決
定

は
こ
の
第
３
条
の
定
め
に
従

っ
て
行
わ
れ
た
。

　
今
回
の
学
長
選
出
に
先
立

っ
て
理
事
会
は
「
次
期
学
長

に
求
め
る
理
事
会
の
方
針
」

と
し
て
、「
求
め
る
資
質
・

能
力
」
と
「
達
成
す
べ
き
ミ

ッ
シ
ョ
ン
」
を
示
し
た
。

　「
資
質
・
能
力
」
は
「
理

事
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚

と
責
任
感
を
有
し
、
全
学
的

な
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
適

切
に
対
応
し
遂
行
す
る
能
力

を
有
す
る
こ
と
」
な
ど
５
項

目
、「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
は
①

建
学
の
精
神
に
基
づ
い
た
多

様
な
教
育
・
研
究
活
動
②
教

育
研
究
の
質
的
転
換
と
向
上

③
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
④

地
域
社
会
と
連
携
し
た
知
の

拠
点
づ
く
り
等
の
た
め
の
人

材
の
育
成
｜
｜
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
理
事
会
は
小
宮
学
長
の
こ

れ
ま
で
の
大
学
・
教
育
改
革

な
ど
の
実
績
を
高
く
評
価

し
、
理
事
会
の
方
針
に
も
合

致
す
る
と
し
て
再
任
を
決
め

た
。

小
宮
学
長
も
再
任

よ
り
高
み
へ
努
力

ご
支
援
ご
協
力
を

　
　
　
　
　

小
宮
学
長

　
こ
の
度
、
理
事
会
の
全
会

一
致
を
も
っ
て
学
長
に
再
任

さ
れ
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
改

革
の
推
進
に
ご
指
導
ご
支
援

を
賜
っ
た
瀬
戸
熊
修
理
事
長

は
じ
め
理
事
の
皆
様
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
っ
た
教
職

員
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
千
葉
工
大
の
現
状
を
一
言

で
表
現
す
れ
ば
「
非
常
に
良

い
状
態
」
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
私
が
学
長
就
任
以
来
、

重
要
課
題
と
し
て
掲
げ
て
き

た
退
学
者
・
留
年
者
の
問
題

も
、
教
職
協
働
の
取
り
組
み

の
結
果
、
大
幅
に
改
善
さ
れ

ま
し
た
。
Ｆ
Ｄ
（
フ
ァ
カ
ル

テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン

ト
）
や
Ｓ
Ｄ
（
ス
タ
ッ
フ
・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）
に

よ
っ
て
教
育
力
が
向
上
し
、

教
員
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
次
第
に
大

学
内
が
明
る
く
な
り
、
積
極

的
な
雰
囲
気
に
満
ち
て
き
た

こ
と
を
何
よ
り
喜
ば
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
入
学
志
願
者
数
の
増
加
も

著
し
く
、
こ
の
春
の
一
般
入

学
試
験
志
願
者
は
過
去
最
高

の
７
万
６
４
９
５
人
と
な

り
、
全
国
ベ
ス
ト
９
位
に
入

り
ま
し
た
。
理
事
長
が
推
進

さ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

の
成
功
に
よ
っ
て
「
千
葉
工

大
」
の
知
名
度
が
全
国
的
に

ア
ッ
プ
し
て
き
た
こ
と
が
大

き
な
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
平
成
26
年
７
月
に
公
表
し

た
「
千
葉
工
業
大
学
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
ビ
ジ
ョ
ン
（
国
際

化
の
方
針
）」
に
示
し
た
留

学
経
験
学
生
割
合
や
海
外
交

流
協
定
締
結
校
数
な
ど
の
数

値
目
標
も
順
調
に
達
成
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
海
外
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
協
定
校
か
ら
の

留
学
生
も
増
え
、
キ
ャ
ン
パ

ス
が
国
際
色
豊
か
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
引
き
続
き
日
本

を
知
り
世
界
を
知
る
た
め
の

学
生
の
海
外
留
学
機
会
の
増

加
や
、
発
展
途
上
国
の
将
来

の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
留
学

生
教
育
や
研
究
者
交
流
等
を

推
進
し
ま
す
。

　
４
月
か
ら
５
学
部
17
学
科

の
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
今
後
は
情
報
科
学
部
と

社
会
シ
ス
テ
ム
科
学
部
の
改

編
を
含
む
教
育
課
程
の
見
直

し
、
大
学
院
改
革
に
着
手

し
、
日
本
の
大
学
入
学
者
数

が
大
き
く
減
り
始
め
る
「
２

０
１
８
年
問
題
」
や
「
高
大

接
続
」
と
い
っ
た
難
題
に
も

万
全
を
期
し
て
対
応
致
し
ま

す
。
ま
た
「
研
究
推
進
」

「
地
方
貢
献
」
に
も
力
を
入

れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
再
任
に
当
た
り
理
事
会
か

ら
頂
い
た
「
学
長
に
求
め
る

方
針
」
を
重
く
受
け
止
め
、

こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
、

建
学
の
精
神
を
堅
持
し
、
こ

れ
ま
で
の
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
教
育
研
究
改
革
の
成
果

を
踏
ま
え
つ
つ
一
層
の
改
革

・
改
善
を
進
め
て
、
千
葉
工

大
を
よ
り
高
み
に
引
き
上
げ

る
努
力
を
不
退
転
の
決
意
で

続
け
て
い
く
所
存
で
す
。
引

き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
Ｂ
日
程
入
学
試
験
が
２
月

17
、
18
日
の
２
日
間
、
ま

た
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
利

用
入
学
試
験
（
中
期

本
学

試
験
な
し
）、
３
月
５
日
午

前
に
Ｃ
日
程
入
学
試
験
、
同

日
午
後
に
大
学
入
試
セ
ン
タ

ー
利
用
入
学
試
験
（
後
期
）

が
行
わ
れ
、
本
学
の
平
成
28

年
度
入
学
試
験
が
全
て
終
了

し
た
。

　
Ｂ
日
程
入
試
の
志
願
者
は

1
万
５
８
６
０
人
（
昨
年
度

よ
り
６
６
０
６
人
増
）。
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
利
用
入
試

（
中
期
）
に
は
２
２
４
７

人
（
昨
年
よ
り
１
５
９
人

減
）、
Ｃ
日
程
入
試
に
は
４

４
５
３
人
（
昨
年
度
よ
り
６

６
９
人
増
）、
セ
ン
タ
ー
利

用
入
試
（
後
期
）
に
は
１
６

２
９
人
（
昨
年
度
よ
り
１
３

８
人
増
）
が
志
願
し
た
。

　
平
成
28
年
度
の
本
学
総
志

願
者
数
は
７
万
８
１
９
２
人

（
昨
年
度
よ
り
２
万
５
５
９

２
人
増
）
で
、
過
去
最
多
を

記
録
す
る
と
と
も
に
、
８
年

連
続
で
志
願
者
数
が
増
加
し

た
。

　
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
で
学
ん

だ
成
果
を
発
表
す
る
「
卒
業

研
究
・
制
作
展
」
が
２
月

５
、
６
日
の
２
日
間
、
津
田

沼
校
舎
７
号
館
で
開
催
さ
れ

た
。

　
夢
を
現
実
の
形
に
し
よ
う

と
挑
ん
だ
ア
イ
デ
ア
満
載
の

作
品
が
並
ぶ
の
で
、
学
内
外

の
人
々
が
毎
年
楽
し
み
に
待

つ
行
事
の
ひ
と
つ
。
会
場
に

は
多
数
の
市
民
や
学
生
・
教

職
員
ら
が
訪
れ
、
学
生
た
ち

の
集
大
成
を
丁
寧
に
見
て
回

っ
た
。

　
み
せ
る
キ
セ
キ
…

　
秋
葉
原
で
学
外
展

　
２
月
20
、
21
日
に
は
「
デ

ザ
イ
ン
科
学
科
活
動
報
告
展

（
学
外
展
）」
が
秋
葉
原
Ｕ

Ｄ
Ｘ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
か

れ
た
。
同
会
場
で
の
開
催

は
３
回
目
。
卒
業
制
作
の

中
か
ら
選
り
す
ぐ
ら
れ
た

作
品
と
、
演
習
授
業
、
産

学
協
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

成
果
が
展
示
さ
れ
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
み
せ
る
キ

セ
キ
　
つ
な
が
る
ミ
ラ

イ
」。
展
示
を
通
じ
て
活

動
の
「
軌
跡
・
奇
跡
」
を

本
学
志
願
７
万
８
１
９
２
人

示
す
一
方
、

出
展
者
と
来

場
者
が
「
未

来
」
へ
向
け

て
、
ゆ
る
や

か
に
連
係
で

き
る
場
を
作

り
た
い
と
の

思
い
が
込
め

ら
れ
た
。

　
コ
ン
セ
プ

ト
に
沿
っ
て

１
〜
３
年
生

の
有
志
ス
タ

ッ
フ
が
会
場

設
営
。
昨
年

の
経
験
者
も

い
て
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
班
、
レ

イ
ア
ウ
ト
班
に
分
か
れ
、
展

示
方
法
で
は
天
吊
り
に
挑
戦

し
た
り
、
パ
ネ
ル
や
ア
ン
ケ

ー
ト
を
製
作
し
た
り
と
、
前

例
の
な
い
企
画
を
取
り
入

れ
、
昨
年
と
は
一
味
違
っ
た

会
場
と
な
っ
た
。

悩み、挑んだ集大成

■　デザイン科学科　卒展 開く

　
レ
イ
ア
ウ
ト
担
当
の
１
人

・
石
井
麻
以
さ
ん
（
同
学
科

２
年
）
は
「
昨
年
の
経
験
を

生
か
し
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
た
。
技
術
や
事

務
的
な
作
業
が
学
べ
た
。
何

よ
り
〝
思
い
や
り
〞
の
心
を

大
切
に
で
き
た
の
が
収
穫
」。

　
ま
た
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
担

当
・
山
口
翔
人
君
（
同
）
は

「
新
し
い
こ
と
へ
の
挑
戦
は

大
変
だ
っ
た
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
困
難
を
チ
ー
ム
全
員
で
乗

り
越
え
る
こ
と
で
、
ス
タ
ッ

フ
の
絆
が
深
く
な
っ
た
。
今

年
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
紙
質

に
も
こ
だ
わ
り
、
お
土
産
と

し
て
も
自
慢
の
品
。
貴
重
な

経
験
が
で
き
ま
し
た
」
と
展

示
会
を
振
り
返
っ
た
。

28
年
度
入
試

８
年
連
続
増

来場者に丁寧に対応する学生スタッフ（手前） 津田沼校舎７号館で開かれた卒業研究・制作展

㊦こだわりのリーフレット

㊤天吊りを加えるなどレイアウトを工夫

㊧学外展最終日、みんなで記念に１枚

小宮　一仁　学長

理
事
会
が

実
績
評
価
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
木
更
津
工
業
高
等
専
門
学

校
（
木
更
津
市
・
前
野
一
夫

校
長
）
は
平
成
29
年
度
に
創

立
50
周
年
を
迎
え
る
の
を
機

に
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
公
募

し
て
い
た
が
、
本
学
大
学
院

生
の
本も

と

木き

礼れ

夫お

冴が

さ
ん
（
デ

ザ
イ
ン
科
学
専
攻
博
士
前
期

課
程
２
年
・
佐
藤
弘
喜
研
究

室
）
の
作
品
が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
、
採
用
が
決
ま
っ

た
。
本
木
さ
ん
は
２
月
４

日
、
同
校
で
前
野
校
長
か
ら

賞
状
を
手
渡
さ
れ
た
。

　
受
賞
ロ
ゴ

左

は
木
更

津
市
の
シ
ン
ボ
ル
木
・
椿

つ
ば
き

に

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
礎
・
六
角

ナ
ッ
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
作

品
。
椿
の
花
言
葉
は
「
誇
り
」

で
、
学
生
に
は
誇
り
を
持
っ

て
勉
学
に
励
み
世
界
で
活
躍

し
て
ほ
し
い
、
ま
た
、
中
心

に
六
角
ナ
ッ
ト
を
組
み
込

み
、
基
礎
の
大
切
さ
を
心
に

刻
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
た
。

　
公
募
に
は
60
作
品
が
応

募
。
他
作
品
は
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
「
Ｋ
」
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
も
の
、
左
右
非
対
称
な

作
品
が
多
か
っ
た
。

　
本
木
さ
ん
の
マ
ー
ク
は
左

右
対
称
の
円
形
。
既
存
の
同

校
校
章
が
千
葉
県
シ
ン
ボ
ル

花
・
菜
の
花
を
モ
チ
ー
フ
に

し
て
お
り
、
関
係
性
を
、
と

木
更
津
市
の
椿
を
選
ん
だ
。

　
大
学
院
生
命
環
境
科
学
専

攻
の
飯
塚
佳よ

し

延の
ぶ

さ
ん
（
博
士

前
期
課
程
2
年
・
橋
本
和
明

・
柴
田
裕
史
研
究
室

写

真
）
は
色
材
協
会
の
２
０
１

５
年
度
色
材
研
究
発
表
会

（
昨
年
10
月
20
、
21
日
、
本

学
津
田
沼
校
舎
２
、
４
号
館

で
開
催
）
で
「
酸
化
亜
鉛
粒

子
の
形
状
に
与
え
る
ア
ニ
オ

ン
界
面
活
性
剤
の
影
響
」
を

講
演
、
ま
た
「
酸
化
亜
鉛
前

駆
体
濃
度
が
六
角
板
状
酸
化

亜
鉛
単
結
晶
粒
子
の
形
状
に

与
え
る
影
響
」
を
ポ
ス
タ
ー

発
表
し
、
最
優
秀
講
演
賞
と

最
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞
を
ダ
ブ

ル
受
賞
し
た
。
今
春
卒
業
の

予
定
で
有
終
の
受
賞
と
な
っ

た
。

　
酸
化
亜
鉛
は
白
色
顔
料
、

日
焼
け
止
め
（
サ
ン
ス
ク
リ

ー
ン
剤
）
の
ほ
か
止
血
、
鎮

痛
効
果
か
ら
医
薬
品
に
用
い

ら
れ
る
な
ど
、
応
用
が
広
が

る
素
材
だ
。
同
研
究
室
で

は
、
酸
化
亜
鉛
粒
子
の
調
製

時
に
ア
ニ
オ
ン
界
面
活
性
剤

（
界
面
活
性
剤
の
一
種
）
を

添
加
す
る
こ
と
で
、
六
角
板

状
酸
化
亜
鉛
粒
子
が
得
ら
れ

る
こ
と
を
見
出
し
て
い
る
。

　
飯
塚
さ
ん
ら
は
今
回
、
そ

の
ア
ニ
オ
ン
界
面
活
性
剤
と

酸
化
亜
鉛
の
元
と
な
る
前
駆

体
の
濃
度
比
が
形
状
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
検
討
。
そ

の
結
果
、
添
加
す
る
ア
ニ
オ

ン
界
面
活
性
剤
の
種
類
と
濃

度
比
に
よ
っ
て
ナ
ノ
ス
ケ
ー

ル
で
形
状
を
制
御
で
き
る
可

能
性
を
見
出
し
、
成
果
を
講

演
。
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
で
発

表
し
た
。

　
研
究
で
は
６
０
０
試
料
以

上
を
調
製
、
そ
の
全
結
果
を

ま
と
め
る
作
業
が
大
変
だ
っ

た
と
い
う
。
発
表
の
際
は
、

専
門
外
の
人
々
も
理
解
で
き

る
よ
う
画
像
で
工
夫
。
ポ
ス

タ
ー
で
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
画
像
に
興
味
を
持
っ
た

参
加
者
た
ち
と
討
論
で
き

た
。

　
飯
塚
さ
ん
は
「
国
内
・
海

外
で
多
く
の
研
究
発
表
を

し
て
き
ま
し
た
が
、（
今
回

は
）
２
つ
の
素
晴
ら
し
い
賞

を
同
時
受
賞
で
き
、
驚
き
ま

し
た
。
研
究
が
評
価
さ
れ
感

激
し
て
い
ま
す
」と
語
っ
た
。

飯
塚
さ
ん
有
終
ダ
ブ
ル
受
賞

■　

酸
化
亜
鉛
加
工
研
究
で
最
優
秀
講
演
賞
・
ポ
ス
タ
ー
賞

本木さんの作品　採用
■　木更津高専 50周年記念ロゴに

最優秀賞に選ばれた本木君（右）。

左は木更津工業高専の前野校長

　
建
材
大
手
の
三
協
ア
ル
ミ

（
本
社
・
富
山
県
高
岡
市
）

が
募
集
し
た
「
第
１
回
学
生

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
｜
未
来
の

と
び
ら
コ
ン
テ
ス
ト
｜(
大

学
生
版)

」
で
、
建
築
都
市

環
境
学
科
の
小
池
翔
太
君

（
２
年
）
の
提
案
「
完
結

居
」
が
建
材
提
案
賞
２
点
の

一
つ
に
選
ば
れ
た
。
表
彰
式

は
昨
年
12
月
18
日
、
高
岡
市

の
三
協
ア
ル
ミ
社
で
行
わ
れ

た
。

　
コ
ン
ペ
は
「
ず
っ
と
い
た

く
な
る
家
」
と
「
ず
っ
と
い

た
く
な
る
図
書
館
」
の
２
テ

ー
マ
を
募
集
。
小
池
君
は

「
家
」
部
門
に
応
募
し
た
。

　
何
で
も
で
き
る
現
代
社
会

は
便
利
で
使
い
勝
手
が
い
い

が
、
敢
え
て
制
限
し
た
空
間

を
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
発
揮
し
豊
か
な
発
想
で
使

い
こ
な
す
方
が
、
ず
っ
と
い

た
く
な
る
家
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

　
夫
婦
に
子
ど
も
２
人
の
４

人
家
族
を
想
定
。
開
放
的
な

空
間
を
快
適
・
情
報
・
ビ
ジ

ネ
ス
の
３
テ
ー
マ
が
循
環
し

「
完
結
」
す
る
家
を
、
ア
ル

ミ
建
材
を
使
っ
て
示
し
た
。

　
一
番
の
特
長
は
〝
軒
先
が

変
形
す
る
〞
斬
新
な
ア
イ
デ

ア
。
ひ
さ
し
の
長
い
ア
ル
ミ

屋
根
を
自
由
に
変
形
で
き
、

内
側
に
大
き
く
曲
げ
て
ベ
ン

チ
に
し
た
り
、
日
よ
け
に
し

た
り
。
自
ら
快
適
な
空
間
を

創
作
で
き
る
。

　
講
評
で
西
沢
立
衛
審
査
委

員
長
（
建
築
家
・
横
浜
国
大

大
学
院
教
授
）
は
「
軒
先
が

動
く
と
い
う
変
わ
っ
た
提
案

だ
が
、
気
候
に
合
わ
せ
て
軒

が
伸
び
た
り
縮
ん
だ
り
と
い

う
の
は
、
環
境
型
住
宅
の
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
も
示
唆
的
に

感
じ
ら
れ
た
」。
百
田
有
希

審
査
委
員
（
建
築
家
）
は

「
太
陽
と
い
う
動
く
相
手
に

対
し
て
建
築
の
方
が
か
た
ち

を
変
化
さ
せ
て
み
て
は
？
と

い
う
考
え
方
に
は
っ
と
さ

せ
ら
れ
た
」。
他
の
委
員
も

「
全
く
新
し
い
建
材
研
究
の

ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
」

と
評
価
し
た
。

　
小
池
君
は
「
経
験
の
つ
も

り
で
応
募
し
た
の
に
受
賞
で

き
て
う
れ
し
か
っ
た
。
軒
先

が
自
由
に
変
形
す
る
案
は
現

実
的
に
は
ま
だ
不
可
能
で
す

が
、
ア
イ
デ
ア
を
評
価
し
て

も
ら
え
、
重
ね
て
う
れ
し

い
」
と
感
想
を
語
っ
た
。

構
成
色
の
一
つ
「
濃
い
紫
み

の
青
」
は
同
校
の
ス
ク
ー
ル

カ
ラ
ー
。
前
野
校
長
に
「
力

強
く
時
代
に
流
さ
れ
な
い
不

変
な
イ
メ
ー
ジ
を
感
じ
た
」

と
い
わ
れ
た
と
い
う
。

　
本
木
さ
ん
は
「
ロ
ゴ
マ
ー

ク
が
採
用
さ
れ
た
の
は
初
め

て
で
、
と
て
も
う
れ
し
い
。

学
校
の
イ
メ
ー
ジ
を
印
象
づ

け
る
重
要
な
マ
ー
ク
を
デ
ザ

イ
ン
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に

思
い
ま
す
。
マ
ー
ク
は
ず
っ

と
使
用
さ
れ
る
の
で
、（
私

も
）
受
賞
に
恥
じ
な
い
作
品

作
り
に
取
り
組
み
た
い
」
と

語
っ
た
。

　
授
賞
式
で
は
前
野
校
長
が

「
新
た
な
高
専
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
が
社
会
に
浸
透
し
て

い
く
よ
う
多
方
面
で
活
用
し

て
い
き
た
い
」
と
感
謝
。
本

木
さ
ん
は
「
受
賞
を
励
み

に
、
就
職
先
で
も
、
親
し
ま

れ
る
デ
ザ
イ
ン
の
創
作
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
伝
え
た
。

　「
こ
ん
な
人
に
、
こ
ん
な

キ
ッ
チ
ン
を
伝
え
た
い
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
イ
ン
テ
リ
ア

産
業
協
会
が
募
集
し
た
平
成

27
年
度
（
第
５
回
）
キ
ッ
チ

ン
空
間
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス

ト
で
、
渡
辺
ひ
か
り
さ
ん

（
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
３
年
）

が
優
秀
賞
７
点
の
一
つ
に
選

ば
れ
た
。
表
彰
式
は
１
月
18

日
、
東
京
都
新
宿
区
の
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
は
▽
団
ら
ん

キ
ッ
チ
ン
空
間
▽
人
に
優
し

い
空
間
・
地
球
に
優
し
い
キ

ッ
チ
ン
空
間
▽
暮
ら
し
が
変

わ
っ
た
キ
ッ
チ
ン
リ
フ
ォ
ー

ム
空
間
｜
｜
の
３
テ
ー
マ
で

募
集
。
渡
辺
さ
ん
は
「
人
に

優
し
い
…
…
」
部
門
に
「
私

の
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
｜
味

覚
は
視
覚
か
ら
｜
」
と
題
し

た
作
品
を
提
案
し
た
。

　
こ
だ
わ
っ
て
作
っ
た
料
理

を
ス
タ
ジ
オ
風
キ
ッ
チ
ン
か

ら
み
ん
な
に
伝
え
、
料
理
の

楽
し
さ
を
共
有
し
た
い
…
…

機
能
的
な
間
取
り
に
、
撮
影

台
や
本
格
照
明
、
背
景
シ
ー

ト
な
ど
を
備
え
て
い
る
。
自

身
が
こ
ん
な
キ
ッ
チ
ン
で
料

理
し
た
い
と
思
え
る
空
間

を
、
と
設
計
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
日
常

に
定
着
し
、
写
真
に
収
め
た

り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
共
有
し
た
り
す

る
人
が
多
い
こ
と
に
着
目
。

撮
影
に
特
化
し
た
キ
ッ
チ
ン

空
間
で
、
今
ま
で
に
な
い
提

案
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
た
と
い
う
。

　
昨
年
10
月
末
ま
で
に
全
国

か
ら
３
４
３
点
の
応
募
が
あ

り
、
渋
谷
忠
彦
イ
ン
テ
リ
ア

産
業
協
会
会
長
ら
委
員
５
人

が
審
査
し
て
い
た
。

　
審
査
委
員
長
を
務
め
た
上

野
義
雪
・
本
学
デ
ザ
イ
ン
科

学
科
教
授
は
「
今
回
は
、
つ

な
が
り
、
オ
ー
プ
ン
、
シ
ェ

ア
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

キ
ッ
チ
ン
空
間
を
個
や
家
族

か
ら
共
同
社
会
の
場
へ
オ
ー

プ
ン
化
す
る
提
案
が
増
え
、

若
い
人
々
の
進
化
へ
の
意
欲

が
読
み
取
れ
た
」
と
総
評
し

た
。

　
渡
辺
さ
ん
は
「
自
信
が
な

か
っ
た
の
で
、
選
ば
れ
て
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
私
の
ア

イ
デ
ア
や
発
想
が
審
査
員
の

方
々
に
伝
わ
り
、
評
価
し
て

下
さ
っ
た
の
だ
と
感
じ
、
う

れ
し
か
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
表

現
力
不
足
を
痛
感
し
た
の

で
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

小
池
君
提
案
の
「
完
結
居
」。
下
の
よ
う
に
軒
先
を
曲
げ
ら
れ
る

〝
軒
先
が
動
く
家
〞
建
材
提
案
賞

■　

小
池
君
、
学
生
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
で

「
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
」提
案

■　

デ
ザ
イ
ン
・
渡
辺
さ
ん
が
優
秀
賞

受賞した小池君

受賞した渡辺さんと

作品スケッチの一部
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二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
の
格

闘
競
技
「
第
28
回
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

‐

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」（
２
月
13
、
14

日
・
茨
城
県
つ
く
ば
市
の
つ

く
ば
カ
ピ
オ
　
サ
イ
バ
ー
ダ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
開
催

二

足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
協
会
主

催
）
で
、
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
学
科
の
下
吉
拓
明
君
（
３

年
・
林
原
靖
男
研
究
室
）
が

製
作
し
た
「
桔き

梗
き
ょ
う

」
が
４
位

に
入
賞
、
デ
ザ
イ
ン
の
美
し

さ
や
完
成
度
の
高
さ
で
「
近

藤
科
学
賞
」も
授
与
さ
れ
た
。

　
今
大
会
に
は
国
内
ロ
ボ
ッ

ト
の
ほ
か
韓
国
か
ら
数
体
が

参
戦
、
計
１
１
２
体
が
激
闘

を
繰
り
広
げ
た
。

　
平
成
27
年
度
・
千
葉
県
内

大
学
卒
業
論
文
発
表
会
（
県

情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
協
会
主

催
、
千
葉
県
・
県
地
域
Ｉ
Ｔ

化
推
進
協
な
ど
後
援
）
が
２

月
26
日
、
幕
張
ワ
ー
ル
ド
ビ

ジ
ネ
ス
ガ
ー
デ
ン
（
千
葉
市

美
浜
区
）
の
マ
リ
ブ
ウ
エ
ス

ト
棟
で
開
か
れ
た
。
情
報
通

信
技
術
の
利
活
用
に
関
す
る

発
表
会
で
、
学
部
卒
業
直
前

の
本
学
学
生
・
齋
藤
雄
太
君

（
電
気
電
子
情
報
工
学
科
４

年
・
宮
田
高
道
研
究
室
）
と

石
田
一
真
君
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
４
年

・
竹
本
篤
郎
研
究
室
）
が
卒

業
論
文
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
。
2
人
の
発
表
内
容
は
次

の
と
お
り
。

　
齋
藤
　
雄
太
君

　「
グ
ラ
フ
ベ
ー
ス
変
換
を

利
用
し
た
色
差
画
像
符
号

化
」

　

輝

度

と

色

差

の

相

関

を

利

用

す

る

既

存

の

Colorization

符
号
化
は
、

Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
符
号
化
法
と
比
べ

色
差
画
像
の
符
号
化
効
率
に

優
れ
る
一
方
で
、
計
算
量
が

大
き
い
と
い
う
問
題
点
が
あ

っ
た
。
齋
藤
君
は
均
等
な
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
割
し
た
入
力
輝

度
画
像
か
ら
重
み
付
き
グ
ラ

フ
を
作
成
し
、
こ
の
グ
ラ
フ

の
性
質
を
反
映
し
た
行
列
の

固
有
ベ
ク
ト
ル
を
直
交
基
底

と
し
て
用
い
た
変
換
（
グ
ラ

フ
ベ
ー
ス
変
換
）
を
行
う
こ

と
を
提
案
。
従
来
手
法
と
比

べ
、
大
幅
に
計
算
量
が
削
減

さ
れ
符
号
化
効
率
に
優
れ
た

符
号
化
を
実
現
し
た
。

　
石
田
　
一
真
君

　「
ア
ジ
ャ
イ
ル
型
開
発
に

お
け
る
Ｅ
Ｖ
Ｍ
導
入
に
関
す

る
提
案
」

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
の
シ
ス
テ
ム
開
発
は
従

来
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル

型
開
発
（
各
工
程
順
に
流
れ

下
る
よ
う
に
行
う
）
に
代
わ

っ
て
ア
ジ
ャ
イ
ル
型
（
短
期

反
復
し
て
リ
ス
ク
を
最
小
に

す
る
）
開
発
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
石
田
君
は
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ォ
ー
ル
型
開
発
管
理

で
使
わ
れ
て
い
た
Ｅ
Ｖ
Ｍ

（
進
捗
状
況
把
握
管
理
手
法

の
一
つ
）
を
、
ア
ジ
ャ
イ
ル

型
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す

る
方
法
を
提
案
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
開

発
を
イ
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
反

復
）
単
位
で
進
捗
管
理
し
工

事
進
行
基
準
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
考
察
し
た
。

優
秀
賞
に
齋
藤
君
、
石
田
君

■ 

27
年
度　

県
内
大
学
　

卒
論
発
表
会

下
吉
君
　学
生
最
高
４
位

■ 
第
28
回
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

‐

Ｏ
Ｎ
Ｅ
で
、近
藤
科
学
賞
も

　
試
合
は
攻
撃
（
パ
ン
チ
、

キ
ッ
ク
、
投
げ
な
ど
）
で
相

手
を
倒
し
合
い
、
先
に
３
回

ダ
ウ
ン
さ
せ
た
方
が
勝
ち
。

　
レ
フ
ェ
リ
ー
の
判
定
基
準

が
厳
し
く
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
例
年
上
位
に
進
出
す
る

学
生
チ
ー
ム
が
こ
と
ご
と
く

敗
退
。
そ
ん
な
中
で
、
下
吉

君
の
「
桔
梗
」
が
準
決
勝
進

出
を
決
め
る
と
、
会
場
は
ど

よ
め
き
、
主
催
者
側
か
ら
も

賞
賛
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
準
決
勝
で
は
常
連
の
社
会

人
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
阻
ま
れ
、

社
会
人
の
１
〜
３
位
独
占
を

許
し
た
。

　
下
吉
君
は
文
化
会
の
総
合

工
学
研
究
会
で
二
足
歩
行
ロ

ボ
ッ
ト
の
開
発
を
続
け
な
が

ら
、
学
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
や

小
中
学
校
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
操

縦
体
験
教
室
に
参
加
し
、
工

学
技
術
の
普
及
・
教
育
を
助

け
て
い
る
。

　
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

‐

Ｏ
Ｎ
Ｅ
は

２
０
０
２
年
か
ら
毎
年
、
全

国
大
会
を
年
２
回
開
催
。
参

加
者
の
技
術
向
上
と
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
を
高
め

る
た
め
、
大
会
ご
と
に
ル
ー

ル
が
改
正
さ
れ
て
い
る
。
近

藤
科
学
賞
は
ラ
ジ
コ
ン
機
器

や
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
製
品
を
製

造
販
売
す
る
近
藤
科
学
㈱
の

賞
。

　
千
葉
工
大
の
ロ
ボ
ッ
ト
に

実
際
に
触
っ
て
、
科
学
技
術

者
に
な
る
夢
を
育
て
よ
う
！

　
青
木
岳
史
・
未
来
ロ
ボ
テ

ィ
ク
ス
学
科
准
教
授
と
学
生

た
ち
が
２
月
16
日
、
千
葉
県

一
宮
町
で
町
立
東と

浪ら

見み

小
学

校
と
一
宮
小
学
校
の
６
年
生

合
わ
せ
て
１
２
０
人
を
対
象

に
出
前
授
業
を
行
っ
た
。

　
町
民
の
減
少
対
策
が
課
題

の
一
宮
町
は
、
他
地
域
か
ら

の
子
育
て
世
代
の
移
住
な
ど

を
促
し
て
定
住
人
口
を
増
や

す
た
め
の
魅
力
あ
る
町
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
町
立
小

２
校
に
普
通
教
室
で
文
教
モ

デ
ル
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
使
え
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）環

境
を
国
の
地
方
創
生
上
乗
せ

交
付
金
を
活
用
し
て
構
築
。

こ
れ
を
利
用
し
て
２
月
18
日

か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
授
業
を
開
始
し
た
。

　
青
木
准
教
授
の
出
前
授
業

は
こ
の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
町
側
か
ら
要
請
さ

れ
た
も
の
。
同
研
究
室
の
全

方
向
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
や
ボ
ー

ル
状
の
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

４
台
と
、
米
田
完
教
授
の
研

究
室
が
開
発
し
た
歩
行
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
３

台
を
持
参
し

た
。

　
授
業
に
は

青
木
研
４
人

・
米
田
研
３

人
の
学
生
が

参
加
。
子
ど

も
た
ち
を
３

グ
ル
ー
プ
に

分
け
て
そ
れ

ぞ
れ
45
分
ず

つ
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
学

生
が
動
か
す
４
足
や
６
足
の

歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
に
乗
っ
た
り

移
動
ロ
ボ
ッ
ト
の
思
い
も
か

け
な
い
動
き
に
歓
声
を
上
げ

た
り
し
て
初
め
て
の
ロ
ボ
ッ

ト
体
験
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　
一
宮
小
学
校
で
行
わ
れ
た

授
業
の
１
回
目
に
は
、
一
宮

町
の
玉
川
孫
一
郎
町
長
や
町

田
義
昭
教
育
長
ら
町
と
教
育

委
員
会
の
幹
部
も
訪
れ
て
、

授
業
の
様
子
を
見
守
っ
た
。

　
玉
川
町
長
は
「
こ
の
出
前

授
業
を
機
に
、
千
葉
工
大
と

も
っ
と
密
接
な
関
係
を
築
き

た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
）
の

原
祥よ

し

尭た
か

主
任
研
究
員
が
第
16

回
計
測
自
動
制
御
学
会
シ
ス

テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン

部
門
講
演
会
（
昨
年
12
月
14

〜
16
日
、
名
古
屋
市
熱
田
区

の
名
古
屋
国
際
会
議
場
で
開

催
）
で
「
電
動
車
両
モ
ー
タ

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
Ｒ
Ｏ
Ｓ
対

応
と
自
律
走
行
に
向
け
た
シ

ス
テ
ム
設
計
」
を
発
表
し
、

優
秀
講
演
賞
を
受
賞
し
た
。

　
発
表
内
容
は
、
自
律
移
動

ロ
ボ
ッ
ト
の
シ
ス
テ
ム
設
計

に
つ
い
て
。
原
主
任
研
究
員

ら
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
さ
ま
ざ

ま
な
歩
行
者
空
間
で
自
律
走

行
で
き
る
よ
う
、
高
ト
ル
ク

で
走
破
性
能
が
高
い
移
動
ロ

ボ
ッ
ト
を
開
発
。
自
律
走
行

の
実
証
実
験
「
つ
く
ば
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
で
は
、
常
に
上
位

の
結
果
を
残
し
て
い
る
。

　
今
回
は
、
産
業
レ
ベ
ル
で

原
主
任
研
究
員　
優
秀
講
演
賞

■ 

自
律
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
の
シ
ス
テ
ム
設
計
で

　
機
械
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の

庄
司
瞳
さ
ん
（
４
年
・
手
嶋

吉
法
研
究
室
）
が
加
わ
る
研

究
チ
ー
ム
が
、
第
16
回
計
測

自
動
制
御
学
会
シ
ス
テ
ム
イ

ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
講

演
会
（
昨
年
12
月
14
〜
16

日
、
名
古
屋
市
熱
田
区
の
名

古
屋
国
際
会
議
場
で
開
催
）

で
「
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
時
代
に

お
け
る
福
祉
機
器
の
パ
ラ
メ

ト
リ
ッ
ク
設
計
の
検
討
」
を

発
表
し
、
優
秀
講
演
賞
を
受

賞
し
た
。

　
手
嶋
教
授
の
研
究
室
で

は
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
関

す
る
研
究
が
行
わ
れ
て
お

り
、
今
年
度
は
庄
司
さ
ん
ら

２
人
の
学
生
が
国
立
障
害
者

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
研
究
所
で
卒
研
に
取
り

組
ん
だ
。

　
福
祉
機
器
で
は
、
ユ
ー
ザ

ー
ご
と
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が

必
要
な
た
め
高
価
に
な
り
が

ち
で
、
適
切
な
適
合
は
高
級

機
に
し
か
期
待
で
き
な
い
。

設
計
デ
ー
タ
に
汎
用
性
を
持

た
せ
、
適
合
済
み
の
形
状
デ

ー
タ
を
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で

出
力
さ
せ
れ
ば
、
対
応
が
難

し
か
っ
た
小
児
用
に
も
、
安

価
で
適
合
さ
れ
た
機
器
が
提

供
で
き
る
。

　
研
究
チ
ー
ム
は
、
ま
ず
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
造
形
し
た

部
品
の
精
密
な
強
度
特
性
を

調
べ
る
引
張
試
験
な
ど
か
ら

始
め
た
。
併
せ
て
、
現
在
の

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
用
い
ら

れ
る
３
次
元
デ
ー
タ
方
式
に

つ
い
て
、
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク

設
計
（
寸
法
・
体
積
、
幾
何

デ
ー
タ
な
ど
の
パ
ラ
メ
ー
タ

を
変
え
る
こ
と
で
形
状
を
変

更
で
き
る
設
計
）
を
取
り
入

れ
、
中
間
的
デ
ー
タ
に
設
計

自
由
度
を
持
た
せ
る
こ
と

で
、
各
人
に
適
合
し
た
福
祉

機
器
が
実
現
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
た
。

　
そ
の
単
純
例
を
、
上
肢
に

障
害
が
あ
る
人
を
対
象
と
し

た
皿
に
つ
い
て
直
径
、高
さ
、

傾
き
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
持
つ

設
計
で
示
し
て
み
せ
た
。

　
庄
司
さ
ん
は
研
究
者
の
１

人
と
し
て
の
受
賞
で
「
こ
の

研
究
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き

て
、
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
」
と
語
っ
た
。

庄
司
さ
ん
ら
優
秀
講
演
賞

実
績
が
あ
る
モ
ー
タ
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
（
モ
ー
タ
ー
の
制

御
信
号
を
出
す
機
器
）
と

走
行
機
構
を
活
用
し
、
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
で
標
準
的
に

使
わ
れ
る
Ｒ
Ｏ
Ｓ
（Robot 

Operating System

）
で
、

パ
ソ
コ
ン
か
ら
制
御
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
路
面
の
凹
凸
が

大
き
い
屋
外
で
も
走
行
実
験

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自

律
移
動
技
術
の
開
発
を
促
進

す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
原
主
任
研
究
員
は
「
評
価

し
て
い
た
だ
き
光
栄
で
す
。

今
後
は
屋
外
の
実
環
境
で
の

走
行
実
験
に
よ
り
デ
ー
タ
を

収
集
し
、
よ
り
高
度
な
自
律

走
行
の
実
現
へ
励
み
た
い
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

下吉君と「桔梗」（㊦の奥のロボット）の対戦風景

原主任研究員

■ 

福
祉
機
器
に
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
活
用

小学校２校で

ロボット出前授業
■ 青木研・米田研　一宮町の活性化に一役

ボール状ロボットの動きに興味津々

階段も上れるクローラーロボットに乗る
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
最
先
端
技
術
を
体
感
し
て

自
身
の
進
路
に
生
か
そ
う
、

と
理
工
系
学
生
の
た
め
の
技

術
展
示
会
「
Ｔ
ｅ-

Ｅ
ｘ-

Ｕ
ｓ
ｔ
（
テ
ク
サ
ス
）
ｉ

ｎ 

Ｃ
Ｉ
Ｔ
２
０
１
６
」
（
大

学
職
業
指
導
研
究
会
第
四
分

科
会

私
大
30
校
加
盟

主

催
）
が
２
月
９
日
、
本
学
津

田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た

写
真
。

　
テ
ク
サ
ス
は
学
生
の
就
職

意
識
を
高
め
る
た
め
２
０
１

４
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

技
術
社
会
の
動
向
を
紹
介

し
、
授
業
や
研
究
で
学
ん
だ

こ
と
が
社
会
で
ど
う
生
か
せ

る
の
か
、
学
生
た
ち
に
ヒ
ン

ト
と
な
る
よ
う
期
待
す
る
も

の
。
昨
年
度
は
東
京
電
機

大
、
㈱
デ
ィ
ス
コ
神
楽
坂
ス

タ
ジ
オ
で
開
催
し
た
。

　
今
年
は
本
学
２
、
４
号
館

の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や
大
教

室
、
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
を
展
示

会
場
に
、
エ
リ
エ
ー
ル
プ
ロ

ダ
ク
ト
、
ト
ヨ
タ
テ
ク
ノ
ク

ラ
フ
ト
、
日
本
ケ
ミ
コ
ン
、

パ
イ
オ
ニ
ア
、
横
浜
ゴ
ム
な

ど
優
良
　Ｂ 

ｔ
ｏ 

Ｂ（
企
業
間

取
引
）
企
業
を
中
心
に
約
40

社
が
ブ
ー
ス
出
展
。
製
品
や

技
術
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
４
号
館
の
教
室
で
は
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
企
業
採

用
担
当
者
や
外
部
講
師
が

「
モ
ノ
づ
く
り
の
楽
し
さ
を

知
ろ
う
！
」
と
「
基
本
が
肝

心
！
今
日
、
身
に
つ
く
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
」を
講
演
し
た
。

　
会
場
を
訪
れ
た
学
生
た
ち

は
他
大
学
の
学
生

も
含
め
約
４
５
０

人
。
モ
ノ
づ
く
り

を
誇
る
企
業
の
製

品
や
展
示
を
見
て

回
り
、
現
役
エ
ン

ジ
ニ
ア
か
ら
説
明

を
聞
い
た
。

　
本
学
の
小
野
田

貴
之
・
就
職
課
職

員
は
「
学
生
た
ち

が
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
知

る
い
い
き
っ
か
け

に
な
り
、
将
来
を

考
え
る
ヒ
ン
ト
を

得
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
」
と
話

し
て
い
る
。

19クラブを表彰 第36回祝勝・奨励会
表彰されたクラブは以下のとおり。

平成28年２月12日（金）16時～　津田沼校舎３号館　学生食堂で

所属 クラブ名 主将・部長等 部員数 祝勝奨励事由 日付

体
　
　
　
　
　
　
育
　
　
　
　
　
　
会

空 手 道 部 電情３　星野　寛治 13名

千葉県空手道選手権大会　　　　　　　　　男子団体形　　　　　　　　　　　 　 　　　優勝
東都六工大空手道選手権大会　　　　　　　男子団体組手　　　　　　　　　　　　　　　優勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男子個人組手（ＰＭ３　山本　峻也）　　　　 優勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女子個人組手（建都３  小林　京佳） 　 　　 優勝
全日本理工科系大学空手道選手権大会　    男子団体組手　　　　　　　　　　 　 　　　優勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女子個人組手（建都３　小林　京佳）　　　　 優勝

４/19

６/21

11/22

弓 道 部 電情２　蓑輪　拓弥 23名 千葉県学生弓道選手権大会　　　　　　　　男子団体戦　　　　　　　　　　 　　　　 　優勝 ５/４

自 動 車 部 機サ３　石橋　悠人 40名
全日本学生ダートトライアル選手権大会　　　　　　　　　　　　　　　　　団体戦第三位入賞
全日本学生ジムカーナ選手権大会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体戦出場

８/３
８/24

射 撃 部 生環２　原田　雄人 25名
全日本学生ライフル射撃選手権大会　　　　　　　　　　　エアライフル10mS60男子団体戦出場
全日本女子学生ライフル射撃選手権大会　　　　エアライフル10mS40女子個人戦出場（建都３  永井　花奈）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（デザ２  石川　菜々）

10/25

卓 球 部 電情２　綱川　尚希 21名
春季関東大学卓球リーグ戦（女子）　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　５部優勝
秋季関東大学卓球リーグ戦（女子）　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　５部優勝

５/30
10/４

二　　　 輪　　　 部 電情３　石野　雅也 42名
キャンパスオフロードミーティングＲ１　キャンパスＡクラス（情報４　森ヶ崎　勇太郎） 優勝
SS Killers　　　　　　　　　　　　　　ノービスＢ 　　　　（ロボ３　菅　　惇平）　　 優勝

６/14
11/22

バ ド ミ ン ト ン 部 生環３　大川　頌之 62名

関東大学バドミントン春季リーグ　 （男子）　　　　　　　 　　　　 　 　 　　 　　五部優勝
千葉県学生バドミントン春季リーグ（男子）　　　　　　　　　　 Ｃクラス優勝　Ｂクラス昇格
　　　　　　　　　　　　　　　　 （女子）　　　　　　　 　　　Ｂクラス優勝　Ａクラス昇格
関東大学バドミントン秋季リーグ　 （男子）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 五部優勝
　　　　　　　　　　　　　　　　 （女子）　　　　　　　　　 　　　　　 六部優勝 五部昇格

５/３
７/12
９/28

硬 式 野 球 同 好 会 金融４　石橋　好古 57名 千葉県大学野球秋季リーグ戦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二部優勝 11/３

軟 式 庭 球 同 好 会 情報４　額田　直樹 25名
関東理工科系大学ソフトテニスリーグ戦  　　　　　　　　　　　　　　　三部優勝　二部昇格
関東学生ソフトテニス大会秋季リーグ　　　　　　　　　　　 　 　　　十一部優勝　十部昇格

８/９
10/11

スキューバダイビング愛好会 機サ２　清藤　雅人 50名
関東学生潜水連盟フリッパー競技大会　　大学対抗200Ｍフリッパーリレー　　　　　　　 優勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 サイクロンの部　　　　　　　　　　　　　　　優勝
                                      騎馬戦の部　　　　　　　　　　　　　　　　　優勝

10/11

よ さ こ い ソ ー ラ ン 風
神 部（ 奨 励 と し て ）

生環３　松岡　翔也 122名
文化の祭典や津田沼祭で、また各種団体からの要請を受け、地域の祭りや老人介護施設等でも演舞を披露。
観客65万人を見込んだ「ＤＲＥＡＭ夜さ来い2015」でＭＣ賞を獲得するなど、大学や地域への貢献が高い。

文
　
　
　
化
　
　
　
会

フ ィ ッ シ ャ ー ク ラ ブ 電情２　徳田　朋之 37名 全日本学生釣魚連盟関東支部ルアー・フライ大会  個人戦（機サ4　川崎　勇也）　　　　　優勝 11/８

総 合 工 学 研 究 会 ロボ２　柴田　拓歩 20名 「ＳＨＩＢＡ－ＯＮＥ」二足歩行ロボット競技大会 個人戦（ロボ2　柴田　拓歩）　　　　 優勝 ５/31

美　　　　 術　 　　　部 ＮＳ２　清水　尚人 20名
池上賞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建都1　加藤　　翼）大賞
（web上の公募展で、約100作品の応募の中から受賞）

８/31

茶道部（奨励として） ＮＳ２　望月　　龍 30名
40以上の大学と交流し、1日に複数大学から招待を受けることも。神社仏閣からも招待を受け茶会を行っている。
文化の祭典、津田沼祭での茶会は毎年好評を博しており、文化会所属サークルの模範と評価できる。

鉄道倶楽部（奨励として） 電情２　大滝　　優 36名
文化の祭典や津田沼祭で、大型鉄道模型に試乗することを楽しみに、多くの方々が来校。幼稚園のバザーや地
域の祭りなど、各種団体から要請を受け、精力的に地域貢献を行っていることは評価に値する。

吹奏楽部（奨励として） 機サ２　黒澤　　匠 64名
いきいき津田沼夏まつりや習志野駐屯地夏まつり、老人介護施設などで演奏会を開き、楽しみにされている方々
が多い。定期演奏会は今年で26回。千葉県アンサンブルコンテストではクラリネット五重奏銀賞を獲得した。

放送研究部（奨励として） ＮＳ２　阪上　泰孝 74名 ＮＨＫ全国大学放送コンテスト朗読部門で本選進出（デザ２　三上　真緒）

書道倶楽部（奨励として） ＮＳ２　桑名　遥輝 18名 全国学生書写書道展で多数入賞。

定
年
退
職
者
の
皆
さ
ん

 

３
月
に
定
年
を
迎
え
ら
れ
る
教
職
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
や
学
生
た
ち
へ
の
エ
ー
ル
な
ど
、
温
か

い
言
葉
を
残
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

（
敬
称
略
）

　時に優しく、しかし自分の

信念は決して曲げない先生。

厳しい研究姿勢の中にも、た

くさん愛が感じられた。

伊
藤
　
晴
雄
（
電
気
電
子
情
報
工
学
科
・
教
授
）

よく読み、そして考える
　世界に飛びだせ、千葉工大

　モノづくりが大好き！　学

生と開発を競いあうことも。

親分肌の楽しい先生は、泊ま

り込みで卒研指導も行った。

小
林
　
幸
雄
（
電
気
電
子
情
報
工
学
科
・
教
授
）

千葉工大ありがとう。
千葉工大は永遠です。
千葉工大のご発展をお祈
りいたします。

　仕事に熱心で、いつも学生

を温かく見守ってくれる。多

くの卒業生が未だに先生を慕

い、研究室は大にぎわい。

上
野
　
義
雪
（
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
・
教
授
）

    基礎の上に応用あり

（６面へ続く）

教
員
・
研
究
員
（
９
人
）

君の技術、君の進路は？
■　展示会テクサス　本学で開催
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３月20日(日)春分の日、21日(月)振替休日、22日(火)学位記授与式、４月１日(金)入学式

　
３
月
３
日
は
雛
祭
り
で
す

が「
耳
の
日
」と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。「
耳
の
日
」は

難
聴
と
言
語
障
害
を
も
つ
人

の
悩
み
を
少
し
で
も
解
決
し

た
い
と
い
う
願
い
か
ら
１
９

５
６
年
に
日
本
耳
鼻
咽
喉
科

学
会
に
よ
り
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
耳
は
、音
を
聞
い
た
り
、

聴
い
た
り
す
る
た
め
の
重
要

な
感
覚
器
官
で
す
。こ
こ
で
、

「
聞
く
」
は
た
だ
単
に
音
を

「
き
く
」
こ
と
に
対
し
て
、

「
聴
く
」
は
知
識
も
活
用
し

て
注
意
深
く
「
き
く
」
こ
と

を
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
積

極
的
に
耳
を
傾
け
て
内
容
を

理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を

「
傾
聴
」
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
「
聴
く
」
や
「
傾

聴
」
の
例
と
し
て
、
整
備
士

が
機
械
部
品
な
ど
の
打
音
か

ら
ネ
ジ
の
緩
み
や
亀
裂
の
有

無
を
調
べ
る
例
や
経
験
を
積

ん
だ
耳
鼻
咽
喉
科
医
や
言
語

聴
覚
士
が
患
者
の
音
声
を
聴

く
だ
け
で
、
そ
の
原
因
や
治

療
方
法
、
治
療
に
よ
る
改
善

具
合
を
判
断
す
る
例
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
最
近
、
講
義
を
「
聴
い

て
」
い
る
学
生
や
「
傾
聴
」

す
る
学
生
に
比
べ
て
「
聞

く
」
だ
け
の
学
生
が
多
い
こ

と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
新
学
期
に
向
け
て
講
義

を
「
聞
く
」
だ
け
で
な
く
、

「
聴
い
て
」
く
れ
る
学
生
、

「
傾
聴
」
す
る
学
生
を
少
し

で
も
増
や
す
た
め
の
工
夫
を

準
備
中
で
す
。

　
情
報
工
学
科

　
　
　
　
　
　
世
木
　
秀
明

　
３
月
と
い
う
の
に
、
な
か

な
か
春
が
近
づ
く
喜
び
を
感

じ
ら
れ
な
い
で
い
る
。
来
て

い
る
の
は
恒
例
の
花
粉
の
み

で
、
ム
ズ
ム
ズ
、
し
ょ
ぼ
し

ょ
ぼ
の
さ
え
な
い
毎
日
。

　
こ
の
切
な
い
毎
日
を
、
毎

回
喜
び
に
変
え
て
く
れ
る
の

が
色
々
な
思
い
出
を
残
し
て

大
学
を
巣
立
っ
て
行
く
卒
業

生
達
だ
。
共
に
入
試
広
報
業

務
に
携
わ
っ
て
く
れ
た
学
生

ス
タ
ッ
フ
達
、
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
や
イ
ベ
ン
ト
に
積

極
的
に
参
加
し
て
く
れ
た
自

治
会
の
面
々
。
受
賞
や
取
材

対
象
と
し
て
接
し
た
学
生

達
。
思
い
起
こ
せ
ば
色
々
な

学
生
達
に
支
え
ら
れ
て
１
年

を
す
ご
し
て
い
る
。

　
大
勢
の
学
生
達
と
言
葉
を

交
わ
す
こ
と
で
、
嬉う

れ

し
い
こ

と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
、
夢

中
に
な
れ
る
こ
と
。
キ
ラ
キ

ラ
と
輝
く
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

大
人
の
私
達
に
多
く
の
事
を

教
え
て
く
れ
る
。
み
ん
な
、

ち
ゃ
ん
と
考
え
て
い
る
。
す

ご
く
考
え
て
い
る
。
そ
ん
な

き
ち
ん
と
し
た
若
い
子
た
ち

に
出
会
っ
て
、
世
の
中
ま
だ

ま
だ
大
丈
夫
！
と
、
頼
も
し

い
気
分
に
な
れ
る
の
だ
。

　
私
達
の
事
、
ど
う
か
忘
れ

な
い
で
…
と
思
う
の
は
図
々

し
い
だ
ろ
う
か
？

　私
達
、

ち
ゃ
ん
と
み
ん
な
の
事
忘
れ

な
い
で
い
ま
す
か
ら
。

　
入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
花
粉
が
多
く
鼻
が
ム
ズ
ム

ズ
、
目
が
シ
パ
シ
パ
す
る
季

節
の
到
来
で
す
。
苦
し
い
反

面
、
そ
ろ
そ
ろ
春
が
く
る
な

〜
♪

と
嬉
し
い
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
春
は
別
れ
と
出

会
い
の
季
節
と
良
く
言
い
ま

す
が
、
私
は
４
年
間
お
世
話

に
な
っ
た
千
葉
工
大
と
３
月

で
お
別
れ
を
し
ま
す
。

　
振
り
返
る
と
常
に
バ
タ
バ

タ
し
て
、
走
り
回
っ
て
い
ま

し
た
！ 

色
々
な
経
験
を
し

ま
し
た
が
、
特
に
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
新
企
画
を

立
案
し
、
た
く
さ
ん
の
教
職

員
、
学
生
の
皆
さ
ん
と
関
わ

る
こ
と
で
多
く
の
事
を
学
ぶ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
一
緒
に
働
い
て
い
た
先
輩

方
に
は
、
特
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
広
報
物
の
作
成

や
入
試
業
務
に
お
い
て
、
経

験
の
浅
い
私
の
意
見
を
取
り

入
れ
て
く
れ
る
こ
ん
な
ス
テ

キ
な
職
場
で
働
け
た
こ
と

や
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

び
、
色
々
な
人
に
支
え
ら
れ

て
い
た
私
は
本
当
に
幸
せ
者

だ
な
！
と
改
め
て
思
い
ま

す
。

　
短
い
間
で
し
た
が
本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
職
場
と
の
お
別
れ
は
悲
し

く
辛
く
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

こ
で
学
ん
だ
事
を
活
か
し

「
何
事
も
ま
ず
挑
戦
」
と
い

う
前
向
き
な
精
神
で
、
４
月

か
ら
始
ま
る
出
会
い
に
向
け

て
、
明
る
く
元
気
い
っ
ぱ
い

に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
！

　
入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
近
藤
　
　
愛

　穏やかで丁寧な物腰、コン

ピューター技術で困ったとき

には竹本先生！　教育研究と

地域貢献で大活躍の半世紀。

竹
本
　
篤
郎
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
・
准
教
授
）

    チャレンジ精神
          と
      問題解決力

　教員にとっては面倒見の良

い、頼りになる先輩兼お目付

け役。厳しさと優しさのバラ

ンスが抜群の教育者。

中
村
　
和
彦
（
機
械
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
・
教
授
）

 技術開発を目指すあなたに 

       「何でだす」*
        を忘れずに
 
*ＮＨＫ朝の連続テレビ小説「あさが来た」から

　多くの人から信頼され、教

員らは兄貴として、学生から

は父親のように慕われた。丁

寧な学生指導は天下一品。

野
口
　
和
夫
（
電
気
電
子
情
報
工
学
科
・
准
教
授
）

        感謝
     学生のみなさんへ
大いに経験を積み大学生活
を豊かなものにしてください。

　温かい笑顔で朝一番に大学

関係者や学生を迎え、安心感

を与えてくれる。縁の下の力

持ちとは加藤さんのこと。

加
藤
　
清
澄
（
総
務
課
・
主
任
）

皆様のあたたかいご指導と協
力を得まして充実した11年間
を過ごさせていただきありが
とうございました。

     御礼・感謝

　誰に対しても気さくで大ら

かな笑顔。職員指導には厳し

い半面、的確なアドバイスは

女子職員から絶大な支持が。

石
田
　
久
江
（
会
計
課
・
担
当
課
長
）

    ありがとう

　ぶっきらぼうに見えて、と

ても情に厚い。頼まれるとト

コトン最後まで。的確な判断

力で学内の安全に務めた。

坂
口
　
文
夫
（
施
設
課
・
新
習
志
野
・
技
術
員
）

  「耕牛宿食なし、
        蔵鼠余糧あり」
（分をわきまえ日々楽しく送ります）

　おっとりして優しい紳士。

時に厳しい指導も愛があって

こそ。ユーモアのセンスも抜

群で誰からも慕われていた。

高
梨
　
昇
（
総
務
部
付
・
事
務
職
員
）

  がんばれ学生
  ありがとう学生たち

職員（６人） （５面から続く）

　演習室で元気な声を響かせ

授業！　どんな学生にも気さ

くに声をかけ、温かい言葉で

熱心に指導をしていた。

新
谷
　
泰
男
（
教
育
セ
ン
タ
ー
・
准
教
授
）

     青心及幸

　幅広い教養を持ち国内外の

人脈も豊富。難題を前にして

も笑顔で飄
ひょう

々
ひょう

とこなす仕事ぶ

りは研究所内でも憧れの的。

平
井
　
成
興
（
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
・
副
所
長
）

七年間お世話に成りまし
た。有難うございます。

 なんでも楽しそうにこな

し、ものごし柔らかく面倒見

の良いお母さん的存在。男性

職員から頼りにされていた。

大
場
　
み
の
り
（
施
設
課
・
担
当
課
長
）

       感謝

　さりげない笑顔で、周りの

誰もを笑顔にしてしまう、み

んなのお父さん。最後の年は

千種寮の警備に尽力した。

高
橋
　
勇
（
総
務
課
・
千
種
校
地
警
備
主
任
）

ありがとうございました。
           「和」

新
井
　 

潔
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
・
教
授
）

よい学生にめぐまれまし
た。千葉工大の今後に期
待します。

　多くの学会で要職を務め、

業績も多数。自由な雰囲気の

研究室は趣味である自動車の

話題などで学生たちと交流。


